


問　

町
税
の
収
入
未
済
者
に
対
し
て
、
収

納
努
力
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答　

時
効
に
よ
る
不
納
欠
損
以
外
は
、
継

続
し
て
徴
収
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

問　

不
用
額
が
生
じ
た
原
因
を
検
証
し
、

次
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ

て
い
ま
す
か
。

答　

過
去
３
年
間
の
実
績
と
執
行
率
を
勘

案
し
、
過
大
な
予
算
に
な
ら
な
い
よ
う

厳
し
く
査
定
し
て
い
ま
す
。

問　

経
常
収
支
比
率
が
高
く
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
対
応
策
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

経
常
経
費
の
削
減
や
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
沿
っ
た
職
員
数
の
適
正
管
理
な

ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
へ
の
委
託
経

費
は
、
専
門
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で

削
減
で
き
ま
せ
ん
か
。

答　

小
規
模
自
治
体
で
は
、
専
門
職
員
を

採
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　

小
浜
病
院
組
合
へ
町
全
体
と
し
て
加

入
す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

町
内
に
は
２
つ
の
診
療
所
も
あ
り
、

対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
般
会
計
と
９
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
付
託
し
て
審
議
。
委
員
長
か
ら
報
告
の

後
、
賛
成
多
数
（
12
対
１
）
で
認
定
し
ま

し
た
。

不
安
定
な
経
済
情
勢
と
、
政
権
交
代
な

ど
に
起
因
す
る
国
政
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変

化
の
中
、
地
方
自
治
体
経
営
の
安
定
化
を

図
る
た
め
に
は
、
自
主
財
源
の
強
化
と
経

費
の
節
減
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

各
課
別
に
受
け
た
決
算
報
告
で
は
、
改

善
点
の
把
握
と
自
己
評
価
・
課
題
が
そ
れ

ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
次
年

度
以
降
の
予
算
編
成
と
、
そ
の
執
行
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

今
後
は
、
収
入
の
確
保
と
新
規
財
源
の

開
拓
努
力
に
加
え
、
政
策
ヒ
ア
リ
ン
グ
か

ら
予
算
要
求
、
査
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
も
、
情
報
の
提
供
が
行
わ
れ
、

透
明
性
の
高
い
町
政
運
営
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

９
月
定
例
会
で
は
、｢

地
方
公
共
団
体

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
き
算

定
さ
れ
た
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
と
、

公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

算
定
さ
れ
た
各
指
標
は
、
い
ず
れ
も
早

期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
る
も
の

で
、
本
町
の
財
政
状
況
が
良
好
な
状
態
に

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
指
標
の
算
定
の
み
に
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、な
お
一
層
の
現
状
把
握
と
、

将
来
計
画
の
策
定
に
有
効
活
用
す
る
こ
と

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　第4回臨時会（7月27日）では、名田庄小学校校舎備品の購入1件を原案どお
り可決しました。
　9月定例会（8日～24日）では、平成21年度決算の認定や一般会計補正予算、
地産地消の推進に関する条例の制定などの1議案を原案どおり可決しました。
　また、陳情書2件を審査し、1件を採択、1件を不採択とすることとし、地方財政
の充実・強化を求める意見書など2件の意見書を提出することに決めました。

　回
臨時会

　月
定例会

財政健全化4指標  一口メモ

実質赤字比率
　一般会計等の実質赤字額÷標準財政規模

連結実質赤字比率
　全会計の実質赤字額÷標準財政規模

実質公債費比率
　一般会計等の公債費額÷標準財政規模

将来負担比率
　一般会計が将来負担すべき実質的な負債
　÷標準財政規模

財
政
健
全
化
４
指
標
は
依
然
と
し
て
良
好
な
状
態
を
維
持

平
成
21
年
度
決
算
を
審
議
し
認
定
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おぼえておきたい
この「数字」

　　　　　平成21年度末　地方債（借金）残高 78億9306万7千円
　　　　　　　　　　　　   21基金（貯金）残高 151億1993万5千9円

■特別会計
（単位：円）

区　　　　分
歳　　　　入 歳　　　　出 歳 入 歳 出

差 引 額総　　額 他会計繰入金 純 計 額 総　　額 他会計繰出金 純 計 額
老 人 医 療 24,923,271 0 24,923,271 24,896,374 0 24,896,374 26,897
後 期 高 齢 者 医 療 87,433,585 26,918,885 60,514,700 87,053,885 0 87,053,885 △26,539,185
国 民 健 康 保 険 768,578,122 104,390,623 664,187,499 768,578,122 29,114,566 739,463,556 △75,276,057
国民健康保険診療 157,577,337 29,114,566 128,462,771 157,577,337  157,577,337 △29,114,566
介 護 保 険 670,279,073 124,192,028 546,087,045 667,219,600  667,219,600 △121,132,555
介 護 サ ー ビ ス 11,019,319 9,186,415 1,832,904 11,019,319  11,019,319 △9,186,415
簡 易 水 道 520,788,122 381,308,818 139,479,304 520,788,122  520,788,122 △381,308,818
農 業 集 落 排 水 374,816,065 279,413,418 95,402,647 374,816,065  374,816,065 △279,413,418
特定環境保全公共下水道 138,603,997 120,612,469 17,991,528 138,603,997  138,603,997 △120,612,469
合 計 2,754,018,891 1,075,137,222 1,678,881,669 2,750,552,821 29,114,566 2,721,438,255 △1,042,556,586

（単位：％）

項 目 本町の比率
（前年値）

早期健全化
基 準

財 政 再 生
基 準

実 質 赤 字 比 率 －（－） 14.80 20.0

連結実質赤字比率 －（－） 19.80 40.0

実質公債費比率 8.2（7.9） 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 －（－） 350.0 －

（単位：％）

項　　　目 資金不足比率
（ 前 年 値 ）

経営健全化
基 準

簡 易 水 道
事 業 －（－） 20.0

農業集落排水
事 業 －（－） 20.0

特定環境保全
公共下水道事業 －（－） 20.0

健全化判断比率 資金不足比率

経常収支比率が を超える
歳入の減収により、財政構造の硬直度を示す指標に赤信号

【歳出】123億4,105万6千円 【歳入】131億5,691万5千円

歳  入歳  出

町税
30.0%

国庫支出金
20.3%

繰入金
18.0%

地方交付税
10.8%

県支出金
7.5%

土木費
30.3%

総務費
17.7%農林水産業費

12.8%

民生費
11.7%

衛生費
8.7%

教育費
8.2%

公債費
（借入金の返済）
　　4.9%

■一般会計

その他 5.7%
財産収入
3.3%

その他
10.1%

平成21年度決算
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●
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設

　

運
営
事
業

３
１
７
万
１
千
円

　

支
障
移
転
に
よ
り
光
ケ
ー
ブ
ル
を
移
設

配
線
す
る
工
事
費

●
老
人
保
健
事
業
費
国
庫
等
償
還
金

５
４
９
万
２
千
円

●
法
人
町
民
税
還
付
金

１
８
４
万
８
千
円

　

町
内
企
業
の
決
算
確
定
に
よ
り
、
中
間

決
算
に
基
づ
き
算
定
し
た
仮
納
付
額
よ
り

過
払
い
に
な
っ
た
分
を
還
付
す
る
も
の

民
生
費

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

３
１
９
万
２
千
円

●
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造

　

助
成
補
助
金

１
０
９
万
５
千
円

農
林
水
産
業
費

●
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

１
３
２
万
２
千
円

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
先
進
地
を
視
察

す
る
た
め
の
旅
費
な
ど

■
一
般
会
計

５
億
９
７
９
７
万
２
千
円

【
主
な
歳
出
】

総
務
費

●
財
産
管
理
事
業

１
４
１
万
３
千
円

　

旧
名
田
庄
診
療
所
（
井
上
）
車
庫
解
体

と
、
美
川
区
グ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

や
ト
イ
レ
を
撤
去
す
る
工
事
費

問　

臨
時
財
政
対
策
債
９
０
０
０
万
円
の

起
債
（
借
金
）
の
増
額
は
、
普
通
交
付

税
減
額
に
起
因
す
る
も
の
で
す
か
。

答　

起
債
分
は
後
年
度
交
付
税
措
置
さ
れ

ま
す
の
で
、
実
質
的
に
は
地
方
交
付
税

と
同
等
な
も
の
と
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
で
の
先
進

地
視
察
の
目
的
は
。

答　

今
後
、
膨
大
な
施
設
整
備
予
算
を
投

入
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
研
修
し
、
最
善
策
を
検
討

す
る
配
慮
を
し
ま
し
た
。

問　

名
田
庄
総
合
施
設
整
備
事
業
で
、
完

成
ま
で
に
要
す
る
経
費
の
総
額
は
。

答　

流
動
的
な
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、
総

額
約
16
億
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

問　

林
産
加
工
施
設
（
三
森
）
に
付
随
し

て
、
佐
分
利
川
右
岸
道
路
を
整
備
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

現
在
は
、
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
歳
入
に
お
い

て
、
国
が
算
定
方
式
を
変
更
し
た
こ
と
に

よ
り
大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
普
通
交
付
税

を
補
う
た
め
、
歳
入
の
調
整
を
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
自
主
財
源
で
は
、

町
税
、
寄
附
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
な
ど

が
追
加
計
上
さ
れ
、
特
定
財
源
で
は
、
普

通
交
付
税
が
減
額
さ
れ
、
地
方
特
例
交
付

金
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
（
※

臨
時
財
政
対
策
債
）
な
ど
が
追
加
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
寄
附
金
は
、
農
産
加
工
施
設
整

備
工
事
対
す
る
指
定
寄
附
金
で
す
。

ま
た
、
歳
出
で
は
、
所
要
事
業
経
費
の

追
加
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

議
案
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
審
議
・
報
告
の
後
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

漬
物
工
場
や
シ
イ
タ
ケ
菌
床
培
養
施
設
の
整
備
費
を
追
加

９
月
補
正
予
算
で
は
総
額
６
億
４
６
０
万
２
千
円
を
追
加

※
臨
時
財
政
対
策
債

　

不
足
す
る
地
方
交
付
税
の
穴
埋
め
と
し

て
、
地
方
債
を
発
行
さ
せ
る
制
度
。

　

な
お
、
償
還
に
要
す
る
費
用
は
、
後
年

度
の
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

見通しの妨げになっている車庫腐食が進み倒壊の恐れがあるバックネット
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施
設
内
の
音
響
機
器
の
購
入
費
と
駐
車

場
な
ど
の
外
構
整
備
を
す
る
た
め
の
工
事

費
な
ど

■
特
別
会
計

６
６
３
万
円

【
主
な
歳
出
】

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

●
広
域
連
合
へ
の
保
険
料
納
付

３
７
万
９
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

● 

レ
セ
プ
ト
の
電
子
デ
ー
タ
化
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
の
改
修
な
ど

３
１
９
万
２
千
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

●
国
・
県
負
担
金
の
超
過
交
付
分
の
返
還

３
０
５
万
９
千
円

商
工
費

●
お
お
い
町
商
工
会
館
改
修
事
業

１
４
４
３
万
円

　

老
朽
化
し
て
い
る
建
物
の
改
修
工
事
へ

の
補
助
金

土
木
費

●
道
路
維
持
補
修
事
業

２
９
０
万
円

【
工
事
箇
所
・
内
容
】

　

・
山
崎
宮
の
上
線
（
鹿
野
地
係
）、

道
路
側
溝
改
修　

47
ｍ

　

・
尾
内
長
井
線
（
尾
内
）

道
路
側
溝
清
掃
な
ど　

２
２
４
ｍ

教
育
費

　

・
名
田
庄
総
合
施
設
整
備
事
業

２
４
１
２
万
円

　

・
野
尻
地
区
暗
渠
排
水
（
野
尻
地
係
）

暗
渠
排
水
敷
設　

４
６
１
ｍ

●
林
産
加
工
施
設
整
備
事
業

１
億
１
９
８
０
万
円

　

三
森
地
係
に
、
新
た
に
シ
イ
タ
ケ
菌
床

培
養
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
用
地
造
成

工
事
費
な
ど

●
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

１
６
２
０
万
円

【
工
事
箇
所
・
内
容
】

　

・
笹
谷
５
号
排
水
路
（
笹
谷
地
係
）

　
　
　

用
水
路
改
修　

３
５
０
ｍ

　

・
交
流
施
設
整
備
（
名
田
庄
納
田
終
）

　
　
　

芝
生
広
場
、
植
栽
な
ど

●
農
産
加
工
施
設
整
備
事
業

３
億
７
８
１
３
万
１
千
円

　

名
田
庄
西
谷
地
係
に
、
新
た
に
漬
物
・

そ
ば
加
工
場
を
整
備
す
る
た
め
建
築
工
事

費
な
ど

●
県
単
土
地
改
良
事
業２

１
６
０
万
４
千
円

【
工
事
箇
所
・
内
容
】

　

・
神
崎
補
給
水
機
場
（
神
崎
地
係
）

揚
水
ポ
ン
プ
や
揚
水
ポ
ン
プ
制
御

盤
の
取
替

　

・
浮
橋
用
水
路
（
岡
田
地
係
）

用
水
路
改
修　

２
８
８
ｍ

　

・
狐
塚
用
水
路
（
芝
崎
地
係
）

用
水
路
改
修　

４
２
１
・
７
ｍ

　

・
岸
下
排
水
路
（
笹
谷
地
係
）

排
水
路
改
修　

３
０
０
ｍ

植栽などが行われる芝生広場

建築後38年が経過した商工会館

建設が進む名田庄総合施設

老朽化している漬物加工場
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も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

名
田
庄
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
前
処
理
施

設
増
設
工
事
を
２
億
９
１
７
３
万
２
千

円
で
契
約

　

町
内
で
発
生
す
る
生
し
尿
を
、
町
の
下

水
処
理
施
設
で
処
理
す
る
た
め
、
名
田
庄

東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
前
処
理

施
設
を
新
設
す
る
工
事
で
す
。

　

入
札
の
結
果
、
新
富
産
業
㈱
・
若
丹
建

設
㈱
共
同
企
業
体
が
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

岡
田
浄
水
場
新
設
工
事
を
２
億
１
９
９

１
万
２
千
円
で
契
約

　

地
下
水
を
水
源
と
す
る
岡
田
水
源
深
井

戸
の
水
質
に
適
し
た
浄
水
施
設
を
岡
田
導

水
ポ
ン
プ
場
用
地
内
に
新
設
す
る
工
事
で

す
。

　

入
札
の
結
果
、
新
富
産
業
㈱
・
㈱
山
本

組
が
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
議
案
審
査
結
果

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ

れ
た
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

【
審
査
さ
れ
た
議
案
】

● 

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
マ
リ
ー
ナ
の
喫
茶
室

の
利
用
料
金
な
ど
を
改
定

　

月
額
利
用
料
の
上
限
額
を
改
定
す
る
こ

と
に
伴
い
、
保
証
金
の
上
限
額
も
併
せ
て

改
定
す
る
も
の
。

　

・
利
用
料　

１
万
円
を
10
万
円
に

　

・
保
証
金　

３
万
円
を
30
万
円
に

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

お
お
い
町
地
産
地
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
を
制
定

　

こ
の
条
例
は
、
地
産
地
消
の
基
本
理
念

を
定
め
、
町
の
責
務
や
、
生
産
者
・
事
業

者
・
町
民
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
、
安

全
で
安
心
な
町
内
農
産
物
等
の
供
給
や
、

農
林
水
産
業
の
発
展
、
活
力
の
あ
る
農
村

漁
村
の
形
成
を
め
ざ
す
目
的
で
制
定
す
る

ら
、
機
器
の
更
新
を
行
う
も
の
。

　

入
札
の
結
果
、
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
が

落
札
し
て
い
ま
す
。（

全
会
一
致
・
可
決
）

● 

図
書
館
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

２
５
０
４
万
円
で
契
約

　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
・
向
上
や
図

書
館
運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
大
飯

図
書
館
と
名
田
庄
図
書
館
を
統
合
し
た
図

書
館
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
も

の
。

　

入
札
の
結
果
、
㈱
ラ
ボ
が
落
札
し
て
い

ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

総
務
常
任
委
員
会
議
案
審
査
結
果

　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

議
案
３
件
と
陳
情
２
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
、
陳
情
１
件
を
採
択
、
も
う
１

件
を
不
採
択
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
審
査
さ
れ
た
主
な
議
案
】

● 

名
田
庄
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修
工
事
変

更
契
約

　

電
気
幹
線
経
路
の
切
り
替
え
や
、
エ
ア

コ
ン
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
の
設
置
な
ど
を

主
な
理
由
と
し
て
、
５
９
０
万
円
増
額
す

る
変
更
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

　

併
せ
て
、
工
期
は
10
月
14
日
完
成
に
短

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。（

全
会
一
致
・
可
決
）

● 

庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
機
器
の

更
新
を
２
５
８
３
万
円
で
契
約

　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
機
器
の
保
守
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

へ
の
対
応
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か

現在の大飯図書館のシステム

新
し
い
図
書
館
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
蔵
書
検
索
な
ど
が
可
能
に

地
産
地
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
制
定

行
政
の
責
務
、
生
産
者
・
事
業
者
・
町
民
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
記
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答
（
町
長
） 合
併
特
例
法
は
額
で
は

な
く
算
定
方
法
を
規
定
し
た
も

の
で
す
。そ
の
根
拠
と
な
る
地
方
交
付
税

法
と
総
務
省
令
の
改
正
に
よ
り
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

問
合
併
後
10
年
間
は
、
普
通
交
付

税
の
旧
町
村
単
位
で
の
算
定
を

保
障
し
な
が
ら
、
交
付
税
か
ら
減
額
す
る

臨
財
債
起
債
額
算
定
を
新
町
の
財
政
力
と

し
た
こ
と
は
、
合
併
特
例
法
の
規
定
に
反

し
ま
す
。
国
に
対
し
て
厳
重
に
抗
議
す
べ

き
で
は
。

答
（
町
長
） 臨
財
債
起
債
可
能
額
は
、

元
利
償
還
分
全
額
が
後
年
交
付

税
措
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
実
質
的
に
は
交

付
税
と
同
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
５
億
も
の
減
額
は
、
町
の
財

政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
意
見
提
出
制
度
に
よ
り
、
国
に
対
し

て
意
見
し
ま
す
。

問
合
併
特
例
法
に
よ
り
10
年
間
保

障
さ
れ
て
い
た
旧
名
田
庄
分
の

普
通
交
付
税
、
約
12
億
円
が
５
年
を
待
た

ず
約
７
億
円
と
な
っ
た
経
緯
は
。

支
援
機
構
の
「
奨
学
金
制
度
」
を
有
効
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
次
世
代
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、

関
連
諸
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
よ
る
課
題
の
共
有
と
、
協
力
解
決
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
。

答
（
教
育
長
） 

現
在
、「
お
お
い
町

生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を
策
定

中
で
あ
り
、
各
種
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
進
め
、
広
く
議
論
し
計
画
に
反
映
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
町
独
自
の
奨
学
金
貸
付
制
度
を

再
考
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
（
教
育
長
） 

県
社
会
福
祉
協
議
会

の
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」

や
「
福
井
県
奨
学
金
制
度
」、
日
本
学
生

講師を招いて行われた
「みんなで考える集い」

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

９
月
定
例
会
で
は
、
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

■
次
世
代
の
人
材
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
育
成
す
べ
き
で
は

町
長 

各
種
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
、広
く
議
論
し
ま
す

中塚　　寛

■
交
付
税
交
付
団
体
に
転
落

し
た
経
緯
は

法
改
正
に
よ
り
減
額
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
す

■
国
民
健
康
保
険
広
域
化
へ

の
対
応
は

町
に
不
利
益
の
な
い
よ
う
要

望
し
ま
す

■
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
経
費

削
減
に
つ
な
が
る
の
で
は

一
長
一
短
が
あ
り
実
証
実
験

を
注
視
し
検
討
し
ま
す

問
国
保
を
県
単
位
で
運
営
す
る
方

針
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
療

機
会
の
質
と
量
、
さ
ら
に
は
、
交
通
の
利

便
性
を
考
え
る
と
当
町
に
不
利
益
を
及
ぼ

し
ま
せ
ん
か
。

答
（
な
ご
み
保
健
課
長
） 

本
町
の
保

険
料
は
、
独
自
の
軽
減
策
も
あ

り
、
県
下
で
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
度
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
県
内
格
差
が
あ
る

一
方
、
料
金
の
み
の
統
一
は
不
公
平
。

　

県
の
検
討
会
で
、
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
所
有
の
必
要

が
な
い「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
の
導
入
は
、
将
来
の
経
費
削

減
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
が
ど
う
か
。

答
（
総
務
課
長
） 

Ｉ
Ｔ
経
費
の
削
減

や
、
シ
ス
テ
ム
の
保
守
・
運
用

の
安
定
化
が
図
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
半

面
、
通
信
回
線
故
障
時
に
は
利
用
で
き
な

い
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

　

国
の
開
発
実
証
実
験
の
状
況
と
結
果
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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問
こ
の
事
業
へ
の
加
入
申
し
込
み
、

交
付
申
請
な
ど
を
さ
れ
な
か
っ

た
農
家
へ
の
対
応
は
。

答
（
町
長
） 

未
申
請
の
約
46
％
に
当

た
る
３
３
３
戸
は
、
飯
米
農
家

や
独
自
に
販
路
を
持
つ
農
家
な
ど
で
あ
る

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
加
入
し
な
い
理
由
は
、「
自
由
に
主

食
用
米
を
作
付
け
販
売
し
た
い
」
や
「
加

入
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
」

が
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
本
格
実
施
に
向
け
て
は
、

「
制
度
安
定
継
続
」、「
担
い
手
に
対
す
る

何
ら
か
の
優
遇
措
置
を
導
入
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
何
と
い
っ
て
も
、
食

料
自
給
率
向
上
が
生
産
者
で
あ
る
農
家
に

負
わ
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
の
で
、

国
・
県
・
町
・
農
協
・
農
家
が
連
携
し
一

体
と
な
り
、
成
果
の
あ
る
農
政
を
展
開
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
こ
の
４
月
か
ら
戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
本
町
に
お
け
る
こ
の
事
業
へ
の

加
入
申
し
込
み
、
交
付
申
請
の
実
態
と
近

隣
市
町
の
状
況
は
。

答
（
町
長
） 

こ
の
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
、
国
を
中
心
に
本
町
水

田
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
１
０
１
５
戸

の
農
家
等
へ
、
６
月
末
を
締
め
切
り
と
し

て
、
５
月
中
旬
に
加
入
申
請
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

　

そ
の
内
、
国
に
申
請
さ
れ
た
農
家
等
は

４
６
７
戸
に
の
ぼ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
モ

デ
ル
事
業
に
参
加
す
る
と
さ
れ
た
農
家
等

が
３
９
０
戸
で
し
た
。

　

近
隣
市
町
の
申
請
状
況
は
、
公
表
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

答
（
副
町
長
） 

嶺
南
地
域
有
害
鳥
獣

処
分
施
設
は
、
建
設
予
定
地
が

若
狭
町
海
士
坂
に
決
定
し
、
昨
年
度
は
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
財
源
は
、
嶺
南
連
携
事
業
枠
の
核

燃
料
税
市
町
交
付
金
の
一
部
を
充
て
る
こ

と
で
、
本
年
度
分
の
内
示
が
県
か
ら
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
用
地
取
得
や
用
地
造
成
、

そ
し
て
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
有
害
鳥
獣
処
分
施
設
の
建

設
工
事
に
着
手
し
、
９
月
完
成
、
10
月
頃

の
供
用
開
始
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
今
後
、
こ
の
事
業
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
で
す
か
。

答
（
町
長
） 

来
年
度
以
降
、
政
府
は
、

本
格
的
な
制
度
と
し
て
い
く
方

針
と
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
国
の
確
固
た
る
情
報
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
本
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
対
し

て
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
ま
す
か
。

答
（
副
町
長
） 

町
全
体
と
し
て
、
防

除
と
捕
獲
の
体
制
を
よ
り
強
固

に
で
き
、
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め

の
抜
本
策
の
調
査
・
検
討
に
入
り
、
こ
の

７
月
に
「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
各
集
落
の
山
沿
い

を
中
心
と
し
た
鳥
獣
類
の
生
息
状
況
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
を
、
専
門
業
者
に
発

注
し
て
町
全
体
の
実
態
と
今
後
の
予
測
を

把
握
し
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
方
策

を
最
大
限
尊
重
し
て
、
早
急
な
対
応
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

問
若
狭
町
に
予
定
さ
れ
て
い
る
有

害
鳥
獣
処
分
施
設
へ
の
本
町
の

対
応
は
。

■
お
お
い
町
に
お
け
る
今
後
の
農
業
政
策
は

町
長 

国
・
県
・
町
・
農
協
・
農
家
が
連
携
し
た
農
政
を
展
開
し
ま
す

松井　榮治

若狭町海士坂の施設整備予定地

整備予定地
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検
討
す
る
と
の
提
案
が
あ
り
、
本
町
で
実

施
さ
れ
る
よ
う
、
誘
致
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
「
エ
コ
活
動
」
や
「
カ
ー
・
セ
ー

ブ
活
動
」
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
課
題
は
何
で
す
か
。

答
（
副
町
長
） 「
環
境
配
慮
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
各
家
庭
な
ど
に
配

布
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
カ
ー
・
セ
ー
ブ
活
動
」
は
、

月
平
均
50
人
弱
の
参
加
の
み
で
す
。

　

公
共
交
通
機
関
利
用
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、取
り
組
み
強
化
を
考
え
ま
す
。

問
原
子
力
政
策
大
綱
の
見
直
し
に

対
し
て
、
本
町
で
も
、「
ご
意
見

を
聴
く
会
」
を
開
催
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答
（
副
町
長
） 国
は
、高
経
年
運
転

や
プ
ル
サ
ー
マ
ル
、も
ん
じ
ゅ
運

転
再
開
な
ど
の
状
況
変
化
に
合
わ
せ
て
大

綱
を
見
直
す
た
め
、「
ご
意
見
を
聴
く
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
他
の
機
会
を
と
ら
え
て
、

関
係
機
関
に
立
地
町
の
住
民
の
意
見
を
吸

い
上
げ
る
場
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問
商
業
用
大
規
模
太
陽
光
発
電
所

な
ど
の
建
設
に
向
け
た
調
査
研

究
を
行
い
、
真
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
」

を
目
指
せ
。

答
（
町
長
） 

関
西
電
力
が
大
規
模
太

陽
光
発
電
計
画
を
若
狭
地
方
で

■
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
で
真
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
に

町
長 

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す

猿橋　　巧

問
大
飯
地
域
に
は
、
通
学
バ
ス
の

た
め
の
停
留
所
が
必
要
な
箇
所

が
あ
り
、設
置
計
画
を
立
案
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、駐
輪
施
設
の
併
設
を
考
え
て
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 中
学
校
に
近

い
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
自
転
車

通
学
を
し
て
お
り
、バ
ス
停
は
、雨
天
や

降
雪
時
に
限
ら
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
部
、
本
郷
地
区
で
停
留
施
設
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
利
用
状
況
か
ら
見
て
、
現
時

点
で
は
必
要
性
が
あ
る
と
思
え
ま
せ
ん
。

　

バ
ス
停
を
駐
輪
場
代
わ
り
に
使
用
し
て

い
る
実
体
が
あ
る
の
な
ら
、
今
後
、
確
認

し
、
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
停
留
所
を

設
置
す
る
考
え
は
。

答
（
総
務
課
長
） 町
内
49
カ
所
の
バ

ス
停
の
内
、15
カ
所
に
停
留
施
設

が
あ
り
ま
す
が
、今
後
、公
共
施
設
付
近

の
整
備
は
進
め
て
い
き
ま
す
が
、集
落
内

の
バ
ス
停
は
、用
地
や
費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
問
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

問
平
成
24
年
か
ら
積
立
金
増
と
繰

出
金
減
が
表
れ
て
い
ま
す
が
、

国
保
や
上
下
水
道
会
計
に
住
民
負
担
が
生

じ
る
の
で
は
。

答
（
町
長
） 

平
成
20
年
か
ら
23
年
ま

で
、
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基

金
を
24
億
５
千
万
円
取
り
崩
す
計
画
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
24
年
以
降
そ
の
分
を
積
み

立
て
る
計
画
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
現
状
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

繰
出
金
は
、
上
下
水
道
建
設
改
良
が
集

中
す
る
平
成
23
年
ま
で
の
分
を
手
当
て
す

る
の
で
、
減
額
が
住
民
負
担
の
増
額
を
伴

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
財
政
の
硬
直
化
を
防
ぐ
た
め
、

新
た
な
地
方
税
収
入
が
必
要
で

は
。答

（
町
長
） 法
定
外
税
は
、県
が
核
燃

料
税
を
法
定
外
普
通
税
と
し
て

課
税
し
て
い
ま
す
が
、本
町
で
は
、現
時
点

で
は
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
長
期
の
財
政
計
画
に
不
安

要
素
は
な
い
か

積
立
も
繰
出
金
も
住
民
負
担

増
額
は
あ
り
ま
せ
ん

■
バ
ス
停
留
所
と

　
　
　
　
　

駐
輪
施
設
を

利
用
が
限
ら
れ
る
の
で
増
設

は
考
え
ま
せ
ん

営業運転を開始した堺太陽光発電所
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議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長　

新
谷
欣
也

●
猛
暑
よ
り
も
熱
い
議
論
を

　
　

４
つ
の
作
業
班
で
条
例
素
案
を
検
討

今
年
の
夏
は
異
常
な
猛
暑
で
、
全
国
的

に
は
農
作
物
へ
の
被
害
や
、
水
不
足
な
ど

の
色
々
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
深
刻
な
被
害
も
な
く
、
最

近
で
は
、
ひ
と
雨
ご
と
に
秋
の
気
配
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
内

容
を
検
討
す
る
た
め
、
７
月
に
素
案
と
な

る
案
文
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
10
月
に
入
っ
て
、
内
容
を
詳

細
に
検
討
す
る
た
め
の
作
業
班
を
編
成
し

ま
し
た
。

作
業
班
で
は
、
委
員
を
３
人
ず
つ
の
４

班
に
分
け
、
担
当
す
る
条
例
文
の
一
字
一

句
に
至
る
ま
で
、
詳
細
に
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

各
作
業
班
で
は
、
少
し
で
も
良
い
条
例

に
し
よ
う
と
、
今
年
の
猛
暑
に
負
け
な
い

く
ら
い
の
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。今

後
は
、
各
作
業
班
で
検
討
さ
れ
た
内

容
を
委
員
会
に
持
ち
寄
り
、
再
検
討
し
、

条
例
案
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
後
、
町
民
の
皆
様
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
た
条
例
に
仕
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
客

観
的
な
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
承
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
方

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

地
震
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

万
全
か

　
　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
教
訓
を
検
証

新
潟
県
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
（
東

京
電
力
）
と
刈
羽
村
議
会
で
研
修
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
19
年
７
月
16
日
午
前
10
時
過
ぎ
、

新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

地
震
発
生
後
は
、
１
号
機
か
ら
７
号
機

ま
で
の
す
べ
て
の
原
子
炉
が
停
止
し
、
３

号
機
横
の
変
圧
器
か
ら
は
出
火
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

地
震
直
後
は
、
情
報
伝
達
が
全
く
機
能

し
な
か
っ
た
た
め
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス

コ
ミ
が
報
道
し
た
火
災
ば
か
り
が
人
々
の

目
を
引
き
、
多
く
の
人
に
不
安
を
与
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
報
告
が
遅

れ
た
原
因
や
、
そ
の
後
の
耐
震
対
策
、
住

民
へ
の
説
明
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
教
訓
が
生

か
さ
れ
て
い
る
か
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
刈
羽
村
で
は
、
正
副
議
長
と
４

人
の
正
副
委
員
長
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
両
町
村
の
共
通
の
課
題
や
施
策
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
、
大
変
有

意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

参
考
と
し
、
引
き
続
き
、
的
確
な
原
子
力

発
電
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

研
修
日
時　

平
成
22
年
８
月
26
日
・
27
日

研
修
会
場　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

 

新
潟
県
刈
羽
村
議
会

参
加
者　

議
員
8
人

　

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

　

研
修
視
察
報
告

柏崎刈羽発電所での研修の様子

作業班での検討作業の様子
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追跡
1年前の

一般質問
　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成21年9月定例会からピックアップしました。

あれからどうなったの？

センサーカメラで捉えられた有害獣

　有害鳥獣被害は、現在の対策だけでは拡
大する一方です。
　革新的な方法により解決すべきでは。

（新谷　欣也 議員）

有害鳥獣被害に
革新対策は

シイタケ菌床培養センターの整備用地

　決定的な対策はありません。
　今後とも、現在行っている侵入防止策への
助成継続や、有害駆除隊員の協力で、個体
数の削減に努めます。

侵入防止柵と駆除の
両面対策で

　広域的な対策を行うために、おおい町鳥
獣被害防止対策委員会を設置して調査を開
始しました。その調査に基づき、平成23年
度から本格的な対策を講じていきます。

広域的な対策に向け
調査を開始

どうなった？

副町長答弁

　現施設の更新と生産能力の向上を目的とし
て、三森地係に計画されているシイタケ菌床
培養センター整備の進捗状況は。

（松井　榮治 議員）

きのこの里づくりの
今後は

　地元から騒音や環境対策などへの質問や
要望があったので、その答えを用意し、再度
説明をして理解を求めていきます。

地元理解を得るため
協議中です

　地元のご理解を得て用地取得が完了し、
今年度では用地造成工事が行われます。
　その後、施設の建設工事を経て、平成23
年度の供用開始を目指します。

平成23年度に
施設が完成

どうなった？

副町長答弁
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明るい色の軽やかな籠。時々、畑仕
事などに使っている人を見かけます。
その籠づくり、北川千春さんは、20
年ほど前に友人が梱包用のPPバンドを

使用した物づくりをしているのを見て、興味を持ち、編み
始められました。現在は、幅1.5㎝の2～ 3種類の色バン
ドを使って、籠、小物入れ、状差し、飾り物など自分で工
夫した独自のデザインの物を編んでおられます。
編み方の練習には、地元の商店から使用済みのバンドを
提供してもらうことで、小さなリサイクル運動にもなって
います。
藤原トシヱさんがこの技を継承しようと、より高度な物
つくりに挑戦し、習っておられます。慣れてくれば簡単な
籠で1日、縁取りの芯がいる物でも3日ほどで編み上がる
そうです。工夫次第でいろいろな用途に使えるようです。
北川さんは、この作業は場所を取らず屋内ででき、道具
もいらない、指の運動にもなるし、集中力と辛抱強さが自
然に身に付くと言っておられました。
これからの季節、晴耕雨読ならぬ晴耕雨編で楽しんでく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(森内 記)

農作業の建屋に併設した桑田さん手作りのロ
グハウスが工房です。建物には色々な道具と作
品が、あちらこちらに所狭しとおかれていました。
桑田さんは会社勤務の定年退職を機に、農作

業の傍ら、もの創りの世界に生き甲斐を見出さ
れたようです。
竹細工は竹人形作家の山田信雄氏、籠は大谷

春美氏に手ほどきを受けて制作活動を始められ
ました。過去の経験を生かした創作アイデアは
豊富で、竹に限らず、樹木、動物の角、金属の
加工にまで及んでいます。
「竹籠に使う真竹は、昔はどこにでも生えて
いたし、篠竹も沢山あったが、今は町内にほと
んどなくなってしまったのが寂しい。環境か人
間の所為か分からんが、竹林は孟宗竹に代っ
てしまった。木も竹も旬に切らないと使い物に
ならない。自然の材料を使うには、自然にどっ
ぷりとつからないとできない」と桑田さんは言われます。
桑田さんは、地元の愛好仲間で作る「竹遊会」の会長も務

めておられます。
晩秋には、工房にある手作りストーブから煙が立ち、仲

間の談笑が聞こえてくることでしょう。　　　　 （渡辺 記）

野尻　桑田　廣さん

名田庄坂本
　藤原 トシヱさん・北川 千春さん

　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は12月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

や
っ
と
秋
の
涼
し
さ
を
感
じ

る
季
節
が
訪
れ
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
で
は
、
17
日
間

の
会
期
で
３
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
決
算
の

認
定
や
補
正
予
算
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
な
ど
、
11
議
案
が

提
案
さ
れ
、
議
案
の
審
議
も
活

発
な
質
疑
や
意
見
交
換
の
中
で
、

す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
は
、
行
政
課
題
に
対
し

て
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
の
も

と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
向
け
て
対
処
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

今
後
と
も
私
た
ち
広
報
特
別

委
員
は
、
こ
の「
議
会
だ
よ
り
」

が
議
会
と
町
民
の
皆
様
の
交
流

誌
と
し
て
、
親
し
ま
れ
る
広
報

誌
に
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
感
想
・
ご
要
望
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(

中
本)

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：12月９日から22日まで（14日間）
本会議：９日（議案提案理由説明）、15日（一般質問）、22日（採決）
委員会：総務・産業建設常任委員会（16日）、予算決算常任委員会（９日）

12月定例会
の予定

を編む竹

バンドを 編む色
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